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◆これまで原料血漿の配分を受けている国内製造販売業者３社に、今後必要となる原料血漿量についてヒアリング（平成２９年７月）

◆必要量は、以下の考え方で算出

○凝固用（採血後６時間以内又は８時間以内に凍結させた原料血漿）：主に、第Ⅷ因子製剤の生産量を基に算出

○その他（採血後６時間以上又は８時間以上経過した後に凍結させた原料血漿）：主に、グロブリン製剤の生産量を基に算出

上段：その他

下段：凝固用
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